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印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
七
巻
第
一
号　

平
成
三
〇
年
十
二
月

良
忠
『
観
経
疏
聞
書
』
に
お
け
る
来
迎
思
想

西

村

慶

哉

一
　
は
じ
め
に

鎌
倉
期
に
多
く
の
法
然
門
流
が
関
東
へ
と
下
向
し
、
教
線
を
拡
大
す

る
。
一
方
で
法
然
教
義
解
釈
の
相
違
か
ら
、
法
然
門
流
間
で
の
教
学
論

争
も
た
び
た
び
発
生
す
る
。
本
稿
で
取
り
扱
う
来
迎
思
想
に
つ
い
て

も
、
東
国
の
親
鸞
門
流
間
に
臨
終
来
迎
に
関
す
る
理
解
の
相
違
が
問
題

点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
付
の
親
鸞
書
簡
（
以

下
、「
有
念
無
念
」）
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

先
行
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
意
見
の
対
立
は
、
鎮
西
派
三
祖
良
忠

を
は
じ
め
と
し
た
法
然
門
流
の
関
東
下
向
に
よ
る
門
弟
た
ち
の
教
学
理

解
の
混
乱
が
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

建
長
三
年
に
書
か
れ
た
「
有
念
無
念
」
に
て
教
誡
す
る
臨
終
来
迎
の
説

示
と
、
良
忠
が
建
長
二
（
一
二
五
〇
）
年
に
下
総
で
撰
述
し
た
『
浄
土

大
意
抄
』
と
の
記
述
が
一
致
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
1
）。
し
か
し
、
建

長
頃
の
東
国
に
お
け
る
浄
土
教
の
状
況
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い
な

い
点
が
多
い
。
良
忠
に
お
い
て
も
、『
浄
土
大
意
抄
』
と
の
比
較
が
行

わ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
上
、
良
忠
が
建
長
頃
に
東
国
で
撰
述
し
た

著
作
の
多
く
が
、
未
だ
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
未
翻
刻
史
料
の
一
つ
で
あ
る
称
名
寺
聖
教
『
観

経
疏
聞
書
』（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
管
理
。
以
下
、『
聞
書
』）
を
用
い
良
忠

の
来
迎
思
想
に
つ
い
て
検
討
し
、
建
長
頃
の
東
国
に
お
け
る
浄
土
教
の

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
本
書
が
有
用
な
史
料
で
あ
る
こ
と
を
論

じ
た
い
。

二
　
良
忠
の
『
観
経
疏
』
註
釈
書
に
つ
い
て

良
忠
は
宝
治
二
（
一
二
四
八
）
年
に
『
観
経
疏
』
を
講
義
し
て
以
降
、

善
導
『
観
経
疏
』
を
幾
度
と
な
く
講
義
・
註
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

成
立
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
諸
説
あ
る
が
、
建
長
六
年
、
七
年
に
成
立

し
た
『
聞
書
』、
弘
長
二
（
一
二
六
二
）
年
頃
成
立
の
『
観
経
疏
略
鈔
』

（
以
下
、『
略
鈔
』）、
弘
安
十
（
一
二
八
七
）
年
成
立
の
『
観
経
疏
伝
通
記
』

（
以
下
、『
伝
通
記
』）
極
再
治
本
の
三
本
が
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
他

に
も
良
忠
に
は
、
建
長
年
間
成
立
の
『
福
岡
鈔
』
や
正
嘉
二

（
一
二
五
八
）
年
成
立
の
『
二
十
五
帖
鈔
』
な
ど
の
『
観
経
疏
』
註
釈
書

が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
が
、
現
存
し
な
い
。
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『
聞
書
』
は
、
良
忠
の
講
義
を
良
聖
な
る
人
物
が
聞
書
し
た
も
の
で
、

現
存
す
る
良
忠
『
観
経
疏
』
註
釈
書
の
中
で
は
成
立
が
最
も
古
い
。
良

忠
は
建
長
の
初
め
の
頃
に
東
国
下
総
へ
入
り
、
正
元
二
（
一
二
六
〇
）

年
ま
で
に
は
鎌
倉
へ
移
住
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
は
建
長
頃
の

東
国
に
お
い
て
成
立
し
た
浄
土
教
典
籍
で
あ
り
、
先
述
し
た
「
有
念
無

念
」
に
見
ら
れ
る
東
国
で
の
来
迎
理
解
の
問
題
に
つ
い
て
、
時
期
的
・

地
域
的
に
重
な
る
史
料
で
あ
る
。

三
　『
聞
書
』
の
特
徴
お
よ
び
他
書
と
の
関
係
性

『
聞
書
』
は
、
現
在
「
玄
義
分
聞
書
」
三
冊
、「
序
分
義
聞
書
」
一

冊
、「
定
善
義
聞
書
」
三
冊
が
現
存
す
る
。「
玄
義
分
聞
書
」「
定
善
義

聞
書
」
は
先
述
し
た
良
聖
の
書
写
で
あ
る
が
、「
序
分
義
聞
書
」
は
袖

書
や
識
語
が
な
く
書
写
者
は
定
か
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
良
忠

の
真
筆
で
は
な
い
が
、
思
想
面
よ
り
良
忠
の
著
作
と
認
め
ら
れ
て
い

る
。
紙
面
に
は
文
字
の
湮
滅
が
目
立
ち
、
判
読
が
難
し
い
。
そ
の
た
め

か
、
本
書
は
現
在
に
お
い
て
も
未
翻
刻
で
あ
り
、
一
部
分
の
翻
刻
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
『
聞
書
』
と

他
の
『
観
経
疏
』
註
釈
書
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
論
考
も
多
く
見
ら

れ
る
。
散
佚
文
献
で
あ
る
『
福
岡
鈔
』『
二
十
五
帖
鈔
』
に
つ
い
て
は
、

『
聞
書
』
と
『
福
岡
鈔
』
は
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
り
、
こ
の
『
福
岡
鈔
』
を

も
と
に
『
二
十
五
帖
鈔
』
が
成
立
し
た
と
推
測（2
）さ
れ
る
。
後
年
成
立
の

『
伝
通
記
』
と
『
聞
書
』
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
な
比
較
を
行
う
限
り

構
成
・
内
容
と
一
致
し
て
い
る
（
3
）、
両
書
が
抜
き
出
し
て
解
釈
し
た
語
句

は
ほ
ぼ
同
じ（4
）と
指
摘
さ
れ
る
。『
略
鈔
』
に
つ
い
て
は
そ
の
成
立
に
諸

説
あ
る
が
、
専
門
に
扱
っ
た
論
考
が
少
な
く
「
今
後
の
研
究
が
俟
た
れ

る（5
）」
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
聞
書
』
は
い
ま
だ
一
部
分

の
翻
刻
し
か
紹
介
さ
れ
ず
、
他
の
『
観
経
疏
』
註
疏
と
の
関
係
性
に
つ

い
て
も
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

四
　『
聞
書
』『
伝
通
記
』『
略
鈔
』
に
お
け
る
「
来
迎
」
の
用
例

で
は
、
実
際
に
『
聞
書
』『
伝
通
記
』『
略
鈔
』
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ど
の

よ
う
に
「
来
迎
」
が
示
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
ず
、
三
書
の
中
、
ど
こ
に

「
来
迎
」
の
用
例
が
確
認
で
き
る
か
検
討
す
る
（「
散
善
義
聞
書
」
が
散
佚

し
て
い
る
た
め
、「
散
善
義
」
は
検
討
の
対
象
外
と
し
た
）。
ま
ず
、『
聞
書
』

は
「
玄
義
分
」
序
題
門
に
二
例
、
定
散
門
に
一
例
、
和
会
門
に
三
例
、

「
定
善
義
」
像
観
に
一
例
、
真
身
観
に
二
例
、
普
観
・
雑
想
観
に
一
例

ず
つ
来
迎
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。『
伝
通
記
』
で
は
「
玄
義
分
」
題

号
に
一
例
、
序
題
門
に
二
例
、
和
会
門
に
四
例
、「
定
善
義
」
華
座
観

に
一
例
、
真
身
観
に
四
例
、
普
観
に
一
例
確
認
で
き
、『
略
鈔
』
で
は

「
玄
義
分
」
序
題
門
に
三
例
、
和
会
門
に
四
例
、
華
座
観
に
一
例
、
観

音
観
に
一
例
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。

『
聞
書
』
は
、
後
年
成
立
し
た
『
伝
通
記
』
と
内
容
面
・
構
成
面
で

の
重
複
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、「
来
迎
」
の
用
例
の
み
に
限
れ
ば
、

註
釈
箇
所
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
聞
書
』
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は
建
長
期
の
東
国
浄
土
教
に
お
け
る
「
来
迎
」
に
つ
い
て
知
る
上
で
有

用
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

五
　『
聞
書
』
に
お
け
る
「
来
迎
」
の
釈
相

他
の
『
観
経
疏
』
註
釈
書
と
比
較
し
つ
つ
、『
聞
書
』
に
説
か
れ
る

来
迎
理
解
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
弥
陀
の
来
迎
に
つ
い
て
「
玄
義
分
聞
書
」
で
は
、「
雖
二
一 

念
一
、
不
レ
可
レ
生
レ
疑
也
。」（
巻
一
・
五
一
丁
表
）
で
あ
っ
た
り
、

唯
応
レ
帰
二
他
力
往
生　
ノ

 

信　
ニ一
。
縦　
ヒ

 

不　
ト
モ

レ 
学
二
諸
宗
教
門
一
、不
レ
如
レ
順
ニ
ハ

二 

二
尊　
ノ

 

密 

意　
ヲ一
。
縦
不
レ
観
二
三
諦　
ノ

 

妙
一
不
レ
如
レ
唱　
ニ
ハ

二 
三
字　
ノ

 
名
号　
ヲ一
既　
ニ

 

託
二
必
生　
ヲ

 

於
□
来

迎
之
蓮
一
託　
ス二
不
捨　
ヲ

 

於
摂
記
之
受
一
、勿
レ
疑
レ
之
。

 

（
巻
二
・
四
五
丁
裏
、
以
下
訓
点
筆
者
、
ま
た
□
は
湮
滅
箇
所
）

と
、
何
よ
り
他
力
往
生
の
信
に
帰
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
必
ず
来
迎

に
預
か
る
こ
と
を
疑
う
べ
き
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

ま
た
、
来
迎
仏
の
身
に
つ
い
て
同
じ
く
「
玄
義
分
聞
書
」
に
は
、

来
迎
酬
二
十
九
願　
ニ一
故　
ニ

 

可
二
報
身　
ナ
ル

一  

也
。
酬
レ
願
事
雖
レ
通
二
報
化　
ニ一
四
十
八
願　
ハ

  

約
二
報
身
報
土
一
定
判　
ス
ル
カ

　
　

故
也
。
但
□
二
感
見
一
異
者
、難
二
同
報
一
也
。
随
レ
機

感
見
不
同
也
。
例
如
下
為
二
十
地
菩
薩
一
現
中
十
身
上
也
。
問
。
今
家
意
、中
下
輩　
ハ

化
仏
来
迎﹇
云　
ヘ
リ

　

 

﹈。
是
不
レ
違
二
本
願
一
歟
。
答
。
中
下
輩　
ニ
モ

　

 

□　
ニ
ハ

　

 

報
仏
也
。
但 

約
二
劣
機　
ノ

 

見　
ニ一
仮　
ニ

 

為
二
化
身
一
也
。 

（
巻
三
・
六
一
丁
裏
）

と
、
来
迎
の
仏
は
十
九
願
酬
報
の
報
身
で
あ
る
が
、
中
下
輩
は
劣
機
で

あ
る
か
ら
化
身
と
感
見
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
十
九

願
酬
報
の
報
身
」
等
と
い
っ
た
表
現
は
、「
玄
義
分
伝
通
記
」
の
対
応

箇
所
（
浄
全
②
二
〇
三
頁
上
）
で
は
見
ら
れ
な
い
が
、
良
栄
『
東
宗
要
見

聞
』
に
一
部
が
引
用
さ
れ
る
、
散
佚
『
二
十
五
帖
鈔
』
の
文
言
（
浄
全

⑪
二
九
〇
頁
下
）
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
諸
行
往
生
者
の
来
迎
に
つ
い
て
、 「
定
善
義
聞
書
」
に
は
、

而　
ヲ

 

第
十
九
願
之
時
願
二
来
迎　
ヲ一
所
対
挙
二
修
諸
功
徳
一
。
其
ノ

 

諸
善　
ハ

 

即
諸
仏
生
因

別
願　
ノ

 

行
也
。
而　
ヲ

 

仏
有
レ
同
有
レ
異
。
約　
ス
レ
ハ

二　
　

同　
ノ

 

辺
一
他
仏　
ノ

 

別
願　
ハ

 

成
二
諸
仏　
ノ

 

通 

願
ト一
是
即
総
云
於
別
、別
云
於
総　
ナ
ル
カ

　

  

故
也
。･･･

難
云
、第
十
九
願　
ノ

 

心　
ハ

 

来
迎
也
。 

諸
善　
ハ

 

文　
ニ

 

雖
レ
挙
レ
之
非
二
願　
ノ

 

本
意　
ニ一
。
如
レ
是
、諸
善
所
成
之
土　
ニ
臨
終
之
時
来

迎　
ス
ル

　

 

也
。
若
爾　
ハ

 

観
法
成　
ス
ル

　

 

故　
ヲ

 

不
レ
可
レ
云
二
十
九　
ノ

 

願
力
一
如
何
。
答
。
実　
ニ
ハ

　

如
レ
難
。
但
来
迎　
ハ

 

依
二
修
諸
功
徳
一
修
諸
功
徳
従
二
総
功
徳
一
成　
カ

 

故
、正　
ク
依
二
別

願　
ニ一
不　
ト
モ

レ　

成
二
此
生
因
一
而
依
二
転
相
成　
ス
ル

一　

来
迎　
ノ

 

願
中　
ニ

 

挙
二
諸
善
成　
ス
ル

　

 

相　
ヲ一
総
云
二 

十
九
願　
ト一
也
。 

（
傍
線
筆
者
、巻
二
・
五
丁
裏
〜
五
六
丁
表
）

と
、
十
九
願
は
弥
陀
の
別
願
で
み
れ
ば
来
迎
を
誓
っ
た
願
で
あ
る
が
、

諸
仏
の
通
願
に
約
せ
ば
生
因
願
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
説
を
出

す
。
こ
れ
は
「
玄
義
分
略
鈔
」
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
説
示
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
（
浄
全
②
四
九
五
頁
上
）。
し
か
し
、
余
行
に
つ
い
て
は
『
略
鈔
』

で
は
「
余
行
一
一
乗
仏
願
生
報
土
」（
浄
全
②
四
九
四
頁
下
）
と
、
余
行

も
報
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、『
聞
書
』
で

は
実
際
は
諸
善
は
十
九
願
の
本
意
で
な
い
か
ら
諸
善
所
成
の
土
に
臨
終

来
迎
す
る
旨
が
示
さ
れ
る
。
両
書
が
そ
れ
ぞ
れ
「
定
善
義
」
と
「
玄
義

分
」
の
註
釈
箇
所
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、『
略
鈔
』
と
『
聞
書
』
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で
は
釈
相
の
異
な
る
こ
と
が
窺
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
聞
書
』
の
文
面
か
ら
は
、『
伝
通
記
』『
略
鈔
』

と
の
共
通
点
・
相
違
点
及
び
『
二
十
五
帖
鈔
』
と
の
関
係
性
が
指
摘
で

き
る
。
ま
た
『
聞
書
』
所
説
の
来
迎
思
想
は
、
①
他
力
往
生
の
信
に
帰

す
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
来
迎
往
生
を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
、
②
来
迎

は
十
九
願
に
酬
報
さ
れ
、
報
身
報
土
で
あ
る
、
③
諸
行
往
生
も
来
迎
往

生
す
る
が
所
成
の
土
は
諸
善
所
成
で
あ
る
と
要
約
で
き
る
。
一
方
、
先

述
し
た
親
鸞
「
有
念
無
念
」
所
説
の
来
迎
思
想
（
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
②

七
六
八
〜
七
六
九
頁
）
は
、
①
臨
終
来
迎
は
、
自
力
で
あ
り
真
実
信
心
を

得
て
い
な
い
、
②
自
力
行
人
は
、
来
迎
を
待
た
な
け
れ
ば
化
土
す
ら
も

生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
③
定
散
善
は
全
て
自
力
＝
諸
行
往
生
の

こ
と
ば
に
お
さ
ま
る
と
要
約
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
来
迎
思
想
に
関
し

て
「
有
念
無
念
」
の
批
判
と
『
聞
書
』
の
説
示
と
の
対
応
が
窺
え
る
。

六
　
お
わ
り
に

建
長
期
に
お
け
る
東
国
の
浄
土
教
に
つ
い
て
、『
聞
書
』
の
来
迎
思

想
を
中
心
に
検
討
し
た
。
他
の
良
忠
『
観
経
疏
』
註
疏
と
本
書
と
を
比

較
す
る
と
、
来
迎
の
用
例
に
限
れ
ば
、
構
造
面
や
内
容
面
で
の
異
同
を

確
認
で
き
た
。
ま
た
『
聞
書
』
に
お
け
る
来
迎
の
特
徴
を
挙
げ
れ
ば
、

他
力
往
生
の
信
に
帰
し
来
迎
を
疑
わ
な
い
こ
と
、
来
迎
は
十
九
願
酬
報

の
報
仏
報
土
で
あ
る
こ
と
、
諸
行
も
来
迎
往
生
す
る
が
、
そ
の
浄
土
は

諸
善
所
成
の
土
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
が
、「
有
念
無
念
」
が
批
判

す
る
来
迎
思
想
と
も
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
建
長
頃
の
東
国
に
お
け
る
来
迎
思
想
に
つ
い
て
検
討

す
る
上
で
、
本
書
は
先
行
研
究
を
補
強
す
る
史
料
と
評
価
で
き
る
。
ま

た
、
本
書
は
『
福
岡
鈔
』『
二
十
五
帖
鈔
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で

も
注
目
す
べ
き
史
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

１　

細
川
﹇
一
九
五
四
﹈。　
　

２　

沼
倉
（
大
橋
）﹇
二
〇
一
一
﹈。　
　

３　

丸
山
﹇
一
九
八
七
﹈。　
　

４　

坪
井
﹇
一
九
八
六
﹈。　
　

５　

沼
倉
（
大

橋
）﹇
二
〇
一
三
﹈。

〈
参
考
文
献
〉

細
川
行
信
「
親
鸞
消
息
の
研
究

―
特
に
有
念
無
念
の
諍
論
に
つ
い
て

―
」

『
印
仏
研
』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
五
四

丸
山
正
博
「
良
忠
上
人
著
作
の
性
格
」『
浄
土
教
論
集
』
大
東
出
版
社
、

一
九
八
七

坪
井
俊
映
「
金
沢
文
庫
蔵
「
観
経
疏
聞
書
」
の
研
究
」『
仏
教
文
化
研
究
』

第
三
十
一
号
、
一
九
八
六

沼
倉
（
大
橋
）
雄
人
「
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
異
本
に
つ
い
て
」『
浄

土
学
』
第
四
十
八
号
、
二
〇
一
一

沼
倉
（
大
橋
）
雄
人
「
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
研
究
」
博
士
論
文
（
大

正
大
学
）、
二
〇
一
三

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
良
忠
、
観
経
疏
聞
書
、
親
鸞
、
臨
終
来
迎

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
学
院
・
研
究
生
）


